
熱中症対応マニュアル【日馬連主催大会】

熱中症が重症化する場合、ほとんどが「初期症状の放置・対応の遅れ」が原因です。

熱中症の自覚症状ある場合や、周りに熱中症が疑われる人を見つけた場合には、直ちに以下のフローに従
って、迅速に対応・報告を実施できるよう努めましょう。

熱中症の自覚症状
熱中症のおそれのある者を発見

作業などの離脱・身体冷却

【自覚症状】
めまい、筋肉痛・筋肉の硬直
頭痛、不快感、吐き気、倦怠感、
大量の発汗、高体温 など

【他覚症状】
イライラしている、ふらつき、
呼びかけに反応しない、
ぼーっとしている、生あくび、
失神、大量の発汗、痙攣 など

救急要請

大会本部報告・救護要請

意識の異常等の確認

自力での水分摂取

救護活動（臨場医師等の対応）

救護所等へ搬送

経過観察

医療機関までの搬送の間や
経過観察中には、一人にしない。

（単独作業の場合は、連絡でき
る状態を維持する）

「意識の有無」だけで判断する
のではなく、
①返事がおかしい
②ぼーっとしている など
普段と様子がおかしい場合も
異常等ありとして取り扱う。

現場リーダー等に相談・報告

大会役員・スタッフの皆さん
高温・高湿下での勤務中、自身の体調・他者の様子に異変を感じたら迷わずリーダー等に相談、緊急の場合は救護要請をしましょう。

大会参加者の皆さん

高温・高湿下での運動・作業中、自身の体調・他者の様子に異変を感じたら迷わず周囲の関係者等に相談、緊急の場合は救護要請をしま
しょう。

各責任者の皆さん

熱中症への注意喚起、大会開催中のスタッフ・参加者の体調確認に努めてください。また、万が一の際の大会本部への連絡方法・連絡先
（内線番号等）を確実にスタッフ・参加者に周知してください。

異常あり

摂取不可能

医師等の判断


